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第 22 回 小平図書館友の会 定期総会 

10 月 6日（日）午後 1 時 30 分から、中央図書館視聴覚室で第 22回の総会が行なわれました。 

現会員数 140 名のうち出席者 21 名、委任状 56 通で、過半数の 71 人を超えましたので、総会は成立

しました。来賓の利光良平中央図書館長のご挨拶をいただいたのち議事に移り、議案 1 から 5 までを審

議しました。すべてご承認をいただき無事終了したことをご報告いたします。 

総会は友の会の活動を続けていくうえで最も大切な柱

となります。できればもっと多くの方にご出席いただき、

ご意見を頂戴したいところですが、それに代わる委任状

には、活動に対するいくつかのご意見や、ご自身の近況、

おすすめの本なども書かれています。とくに多いのが役

員や手配りの方々に対する感謝の言葉でした。年会費を

お預かりし活動の基盤としている以上、会員の方々が

「入ってよかった」と思われる活動ができているかどうか

を常に念頭に置き企画運営を心がけています。しかし、企画運営は役員だけではなく会員全てが参加

できます。交流紙への投稿、古本市への参加のほか、ご意見やご希望も随時受け付けていますので遠

慮なくご一報ください。 

総会の後に館外奉仕室で懇親会を行ないました。自己紹介を兼ねてひとことずつお話しいただきま

したが、設立当初からの会員もいれば、新入会員もいて情報満載の会になりました。新しい感性を取り

込んで、また一年、ご一緒に図書館ライフを楽しみましょう！ （剣持香世） 
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写真 総会後の懇親会の様子 

 ネット公開版 
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大沼晴暉さん 講演会 ～平櫛田中氏の寄贈資料から～ 

2019.6.15(土) 13:30～15:30 小平中央図書館視聴覚室 

何年か前の夏、私は早朝から帽子を手に取り駐輪

場に走る数日を過ごした。虫取りに急ぐ少年のごと

く中央図書館を目指して一気にペダルをこいだ。 

3 階の視聴覚室には倉庫のように段ボール箱が立

ち並んでいた。そしてそのおびただしい数の箱には

平櫛田中（ひらくし・でんちゅう）氏の生涯コレク

ションの蔵書が運び込まれていたのだ。 

私たちの役目は大沼先生のかじ取りで目録と実際

の本とを一冊一冊チェックして番号をつけ、棚に並

べていくことであった。暑さとホコリにまみれ、朝

から夕方まで悪戦苦闘の日々であった。 

あれから数年が過ぎ、大沼先生が田中氏の寄贈図

書について講演されると聞いて、ひさしぶりにあの

夏の数日間（15 日間くらいであっただろうか）が

甦った。 

 

講演当日は雨でずいぶん濡れてしまったが、会場

の大沼先生は爽やかな表情で私たちを出迎えてくだ

さった。先生はいつもお元気である。 

なつかしさと、あれから田中氏の資料がいかに市

民に活用されているのかを知りたくて参加したのだ

が、先生のお話はとても深くて、耳で聞くだけでは

到底もったいない内容で、早々にどうしたものかと

慌ててしまった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大沼先生いわく、田中氏のコレクションの目録を

見ただけでも非常におもしろい…と。でも凡人の私

にはまったくピンとこない。田中氏は、マリリン・

モンローやゴリラが好きであったそうで、その共通

点は、素直で愛しいこと。ゴリラは子どもに危険が

およぶと身を挺して守る父性があること、と。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大沼先生のお話は 360度拡大可能、ご存知のこと

は地球を何周もしそうである。 

 

大沼先生がいらしたからこそ、田中氏の資料は小

平の地でこれからも生命を持って存在し続けること

ができる。小学校までしか学べず、丁稚奉公に行っ

た田中氏は“学びたかった”。学びたかったからこそ

これほどの蔵書を蒐集して、次の世代に宝物を残し

たのだった。 （杉山登志枝） 

 

＊＊＊  

 

※日本近代彫刻の巨匠、平櫛田中氏の蒐集した貴

重な資料は小平市中央図書館で「平櫛田中文庫」と

して公開されています。この資料は田中氏の創作活

動の基礎になったものであり、日本の図書の歴史を

俯瞰できる質と量とを持っています。 

 

◼ 小平市立図書館 平櫛田中文庫 蔵書検索 

https://library.kodaira.ed.jp/cms/ 

 

◼ 平櫛田中彫刻美術館 

http://denchu-museum.jp/ 

東京都小平市学園西町 1-7-5 

Tel & Fax：042-341-0098 

 

◼ 平櫛田中弁当（右写真） 

長寿だった平櫛田中氏の愛した食材がつまった 

弁当。JA小平ファーマーズ・マーケット 

（ムーちゃん広場）他で購入できる。  

写真 講演中の大沼晴暉さん 

写真 大沼晴暉さん講演会場の様子 

https://library.kodaira.ed.jp/cms/
http://denchu-museum.jp/
http://denchu-museum.jp/
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岡崎武志さん 講演会 ～読書の愉しみは永遠に～ 

2019.9.8(日) 13:30～15:30 小平中央図書館視聴覚室 

岡崎さんの講演会は 2014年に続き 2回目です。前

回も雨降りでしたが今回も台風 15 号が接近して大

荒れになるという中での開催となりました。岡崎さ

んは雨の中、国分寺市のご自宅から自転車を飛ばし

て半分濡れながらのご登場でした。会場には 50人近

い来場者があり、岡崎さんのお話に耳を傾けました。

講演中何回も笑い声が起こり和やかな講演会となり

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡崎さんは書評家です。ご自宅では足の踏み場も

ないほどの本に囲まれ、まるで古本屋のようだと嘆

かれます。 

岡崎さんの言葉① 本を処分するときは整理しな

がらでは絶対はかどらないので見ないで棄てること。

まとめてド～ンと。 

 

岡崎さんはそれでもまた本を集めて読み続けます。 

岡崎さんの言葉②「本を読むといいことがある」

と思ってはいけない。本の内容をすべて理解しよう

としなくてもいい。一行でも心に残る言葉を見つけ

るとうれしい。 

 

岡崎さんは以前、国語の教師でした。今の、これ

からの国語教育にはとても関心を寄せ、そして憂う

ことも。 

岡崎さんの言葉③ 今の教科書は現代作家の作品

を取り上げることが多いが、生徒と同じ空気を吸っ

ている人の書いたものを読むことは悪いことではな

い。一方で漱石や芥川の文章の重みも必要と思う。

これから先 (注)、国語の時間が「実用もの」と「文

学」との選択制になるような話もあり、契約書や取

説ばかりを学んでいたら、もしかしたら文学に触れ

ずに一生を終える人が出てくるのではないか危惧す

るところです。 

(注) 2022 年度からの学習指導要領で、高校の国

語は「論理国語」「文学国語」などを選択科目とし、

大学入試改革と連動して実用的な文章が重視される。 

 

やっぱり本は必要ですね、と岡崎さん。文学は広

い世界へいざなうもの。と同時に人間臭さや身の回

りの些細な事柄に感動するものです。 

岡崎さんの言葉④「文学は弱い者の味方」。気持ち

が弱ったときに心にしみてくるから。 

 

読書は「習慣」と話されます。常日頃から本を読

んでいる人とそうでない人とでは老後の豊かさが違

う。文章から想像し、物語の中に入っていくには訓

練がいるそうです。 

岡崎さんの言葉⑤ 読書は定年後に急にはできな

い。ヒマになったから本でも読むか…はダメ。 

 

素敵な本の紹介。アンドレ・ケルテスの『読む時

間』。人が本を読む姿を捉えた写真集です。そのまえ

がきにロバート・グルボが「本を読む人は孤独では

ない。本と語り合い、本の中の登場人物たちと生き

ているからだ」と書いています。 

 

岡崎さんは、ひょうひょうとしていて、読書愛に

あふれ、人間大好きの昭和人であり、ロマンチスト

である、とお見受けしました。冒頭の、本があふれ

て困っている話でもなぜか楽しそうです。講演会で

は報告に書ききれないほど本にまつわるエピソード

をお話ししてくださいました。そのざっくばらんな

話しぶりがまたとても好評でした。 

（剣持香世） 

 

 

 

 

 

 

  

写真 講演中の岡崎武志さん 

写真 岡崎武志さん講演会場の様子 
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文学散歩  2019.6.13（木） 
「国立国文学研究資料館」 

「国立極地研究所 南極・北極科学館」 
 

 

梅雨の合間の晴れた日（6 月 13 日）、立川にある

「国立国文学研究資料館」と「国立極地研究所 南

極・北極科学館」の見学に 9名で行ってきました。

立川からモノレールでひと駅、そこから歩いて行く

と、米軍基地跡地開発の広い敷地に大きなビルが現

れました。国文学研究資料館と極地研究所が隣り

合って建っていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「国文学研究資料館」の一階では、保有する資料

の一部を期間ごとに展示していて、今回は、「和書の

さまざま」というテーマで、1200年という歴史のあ

る和書の形態や素材、表紙の模様や、和書を保護す

るための袋や箱などが展示されていました。また、

元号「令和」に関連したコーナーもあり、万葉集の

江戸初期の写本も展示されていました。 

 

和書に触れる機会もなかなかないので、興味深く

見学しました。なかでも、古文書が読めない私の印

象に残ったのは、「奈良絵本」の「絵」でした。奈良

絵本とは、室町後期から江戸時代前期に制作された

絵入り写本のことで、はじめて知りました。極彩色

の絵がデジタル化され、画面に大きく映し出されて

いましたが、その色の美しさに驚きました。心が弾

むような色彩です。このような絵と共に物語を楽し

めた人はなんと幸せなことでしょう。（どうやら、大

名などの娘の嫁入り道具だったらしい） 

 

次に「極地研究所 南極・北極科学館」の展示室を

訪ねました。隕石や岩石が多く展示されていました。

南極では隕石が多く採集され、宇宙研究に生かされ

ているそうです。また、「ドームふじ基地」（昭和基

地から 1000キロメートル内陸）で 3キロメートルも

の深さの氷床を掘削した掘削機が展示されていまし

た。70万年前の氷に含まれている空気を分析できる

そうです。その結果、二酸化炭素が近年、急激に増

加しているのは確かなようです。また、衣類の展示

から極寒の中で観測している方たちのご苦労も伝

わってきました。オーロラシアターが閉鎖中だった

のは残念でした。 

 

南極関連のおみやげを買った後、ちょうどランチ

タイムになりました。 

このビルには食堂がなかったので、向かいの立川

市役所でお昼をとりました。10年程前に移転した新

庁舎の中は、中央が吹き抜けになっていて、開放的

な心地よい空間でした。 

今回の文学散歩で立川の新たな魅力を発見するこ

とができました。楽しい一日をありがとうございま

した。    （小畑淳子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◼ 国文学研究資料館 東京都立川市緑町 10-3 

https://www.nijl.ac.jp/ 

◼ 国立極地研究所 南極・北極科学館 

東京都立川市緑町 10-3 

https://www.nipr.ac.jp/ 

  

写真 国文学研究資料館１階の展示に見入る 

写真 極地研究所 南極・北極科学館前で 

スケッチ 

南極・北極科学館前から 

（山内志津子さん作） 

https://www.nijl.ac.jp/
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～南極・北極科学館展示より～ 

（国立極地研究所の許諾を得て引用） 

氷や雪は 「溶ける」？ 「融ける」？ 「解ける」？ 

 

氷や雪が「とける」というときには、

どの漢字を使うんだろう？ 

人によって「融ける」や「溶ける」

と書き方はまちまち。 「雪解け」と

いう言葉もあるのでますます迷うところだね。 

雪と氷の専門家である、極地研究所の先生に聞いて

みたよ！ 

 

◆ 榎本 浩之 先生 （国立極地研究所国際北極環境

研究センター/気水圏研究グループ 教授） 

北極の海氷では「とける」をどう書くか、よく質問

されます。解ける、融ける、溶けるなど迷うところ

ですが、「融ける」＝個体が液体になる、を通常使い

ます。 

「解ける＝」固く組み合わさっていたものがほぐ

れていく（問題が解けるなど）、「溶ける」＝塩が

水に溶ける（他の液体に溶け込む）関係かと思い

ます。しかし、溶岩のように自らが液体になるも

のにも使われていますね。 

◆ 山内 恭 先生 （国立極地研究所名誉教授） 

海氷でも積雪でも、とけるは全て「融ける」を使う

ことに約束されています。溶解の解ける、溶けるは

使いません。 

＊＊  

ただし、常用漢字表を見ると、「融」には「とける」

という訓読みがあげられていません。新聞や学校で

はこの読み方は使わないということです。 

 

「雪解け」とも書くし、「融雪」と

いう言葉もあるし日本語って 

むずかしいなぁ！ 

 

 

 

 ※日程は予定です 

第 22回 チャリティ古本市 
寄付本受付 2020 年 3 月 18 日～20 日 

販 売 日  2020 年 3 月 21 日～22日 

会 場 小平市中央公民館ギャラリー 

 

共働学舎見学 2019.7.30（火） 
 

 

小平図書館友の会が設立されたのは、今から 20

年前の 1998年 10月。 翌年 1999年 5月に 1回目の

チャリティ古本市が開催されました。 

その後も毎年桜の咲く頃、多くの市民からご好評

をいただきながら開催を続けてきて、今年 2019年 3

月に 21回目を迎えました。 

近年、市民から集まる寄付本は 2 万冊前後にも

なっています。そのうち 1万冊近くが販売されます

が、残り半分、約 1万冊の残本の扱いに毎回頭を悩

ませています。数千冊は翌年に持ち越しますが、保

管場所に限りがあり、残った本をすべて保管してお

くのは困難です。 

そこで、15 年前から町田市にある社会福祉法人

「共働学舎」 に残本を引き取っていただいています。

毎年、古本市最終日、4 トントラックで引き取りに

来てくださいます。大きなキャスター付カーゴ数台

にもなる書籍の山をトラックに積み込むまでが、ひ

と仕事です。 

 

今年 7月 30日、猛暑のなか、友の会役員 6名が「共

働学舎」をはじめて見学してきました。多摩モノレー

ルと京王線を乗り継ぎ、京王永山駅からバスで 15

分ほどのところ。竹林や田畑を含め 3万坪もあると

いう、緑豊かで広大な敷地でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いつもトラックを運転して来られる常務理事の田

中公明さんの案内で、施設内外を見学させていただ

きました。到着早々、本部施設内のレストランで美

味しいランチをいただきました。入所者が栽培して

いる新鮮な野菜も販売されていて、私たちは大喜び。

すぐに購入しました。その後、本部施設内をくまな

く見せていただき、さらに田中さんの運転するバン

来年も開催！ 
開催 

写真 共働学舎前で 
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（車椅子ごと乗車できる大きな車）に乗せていただ

いて、点在する施設をほぼすべて案内していただき

ました。畑には入所者が作業する姿も。 

古本市の残本は、大きな倉庫に運ばれ、ボランティ

アの方々の手で分類、整理されるそうです。その一

部は施設内の立派な図書室に並べられ、バザーに利

用されたり、施設関係者に貸出もしているとか。傷

みのはげしい書籍や汚れているものは分解処理して

再生紙として生まれ変わります。 

市民の方々からお預かりした古本が、このように

有効利用されていることを知り、主催している私た

ちもうれしく思いました。 （入山弘之） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館との懇談会 2019.8.8（木） 
 

 

8月 8日（木）10時 30分から中央図書館視聴覚室

で、小平図書館友の会の会員と小平市立図書館の館

長や職員の方々との懇談会を催しました。この懇談

会は毎年この時期に開催しています。図書館からは

利光中央館長はじめ中央・地区館職員 8名、友の会

からは会員 10名が参加しました。普段、図書館に足

を運んでも図書館の職員と図書館について話をした

り、ましてや意見交換をする機会はほとんどないの

で、こういったチャンスを得られることは友の会会

員の利点であると思います。 

 

懇談会では、現在の図書館サービスについての意

見、これからの図書館についての意見などが出まし

た。例えば、図書館への来館困難者に対する「宅配

貸出サービス」は、利用対象者が「要介護 3以上」

という基準で、宅配のボランティアが 10人登録され

ているにもかかわらず利用者は 1名である実態をあ

げ、基準の見直しが必要ではないかとの意見に対し、

図書館側も「現在検討中であり早急に結論を出した

い」との回答でした。また、花小金井図書館で重点

的に行なわれているビジネス支援はハローワークや

商工会、また NPO法人マイスタイルなどとの協力体

制をもっと進めてはどうか、あるいは旅行が好きで

関連の本を借りることが多いが資料が古すぎる、ま

た、本が見つからない時に職員に声をかけてもらう

とうれしいのでカウンターの外にも案内係のような

職員を配置してもらいたい、など利用者としての意

見が多く出ました。 

 

これからの図書館に関しては、３年後に小川西町

図書館が小川駅西口再開発ビルに移転し、図書館、

公民館、西部出張所、市民活動支援センターあすぴ

あが一つの建物に入る構想となっていることをふま

え、図書館側から「新しい図書館への希望がありま

すか」と問いかけがありました。小川西町図書館は

現在も障がい者サービスに力を入れている図書館で

すので、今後は近隣の福祉施設などとも協力しあい、

より充実することを願う意見や、同フロアに位置す

る市民活動支援センターあすぴあとの連携・協力を

望む声が聞かれました。 

 

懇談の中で会員のおひとりは『わたしのとくべつ

な場所』※ （パトリシア・マキサック：文、ジェリー・

ピンクニー：絵）という絵本を紹介しながら「どん

な人でも利用できる図書館はすばらしい場所であり、

それが小平市内に図書館 8 館・3 分室もあるのは胸

を張っていいこと」と話し、図書館の価値は貸出冊

数などの数字ではなく、みんなに開かれた場所であ

ることが大事と述べられました。 

 

冒頭にも書きましたが、たくさんの意見や感想を

図書館に伝え、また図書館の事情を理解するこの懇

談会は、小平市立図書館の発展を願う友の会にとっ

てとても重要です。今後も続けていきたいと思いま

す。  (剣持香世) 

＊＊＊  

※『わたしのとくべつな場所』 

1950 年代のアメリカテネシー州ナッシュビル

では人種差別が根強く、その中で育った作者が体

験したことがつづられています。どこへ行っても

差別に悲しむ主人公の少女が目指したのは公共図

書館。その入り口には「PUBLIC LIBRARY : ALL 

ARE WELCOME」（公共図書館：だれでも自由に

入ることができます）と刻まれています。  

写真 共働学舎図書室で 
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学 習 会 報 告  
 

 

声 に 出 し て 本 を 読 む 会  
 

 

私たちは、2006年 1月、喫茶店の一室での発表会

を機に、誕生しました。 

小平図書館友の会会員有志による「声に出して本

を読む会」として発足、当時の朗読ブームや会員の

要望もあり、会員でもあった故 内山恵司さん（俳

優・東宝演劇）の、さまざまなご指導・ご支援を得

て、定期的に演習の回を重ね、今日に至っています。 

「声に出して本を読む」というあたりまえのこと

ですが、読解力や発表技術の難しさに躊躇しながら

も、演出家、ピアノ、チェロ演奏家のご支援を得て、

会員それぞれ高揚感を味わい、活動に弾みをつけて、

15回を数えるまでになりました。 

つねに「初心に立ち返る」地道な活動が継続され、

感動を共有できる「つどい」がもてるように、今後

も新しい気持ちで取組みます。今回は、「藤沢周平を

読む」というテーマで、「山桜」「女下駄」「小鶴」な

どの名作を、温かく幅広いご声援に支えられながら、

私たちも、精一杯、発表内容の充実・発展を目指し

ます。    （雜﨑亮平） 

 

第 15回 ことばの玉手箱 

とき：11月 22日（金） 

13時開場 13時 30分開演 

場所：小金井市「ブルーメンハウス」（喫茶店） 

 

読 書 サ ー ク ル ・ 小 平  
 

 

隔月 1回（奇数月）、日曜日の午後、おもに小平市

中央公民館和室で例会（読書会）を行なっています。 

誰もが手に入れやすい社会科学系の新刊・近刊（新

書・文庫）を課題本（テキスト）として、参加した

メンバーが自由に感想・意見を語り合います。次の

回の課題本は出席したメンバーで決めます。毎回 10

人ほど出席。固定メンバーの他に飛び入りの参加も

あり、会員以外も参加できます。課題本を読んでい

なくても興味深い話を聞くことができるでしょう。 

 

―― 2019年5月から2019年9月までのテキスト ―― 

■第 52回 5月 26日（日） 

吉見俊哉 (編集) 『平成史講義』 ちくま新書 

（2019年） 

■第 53回 7月 28日（日） 

保坂正康 著 『昭和の怪物７つの謎』 

講談社現代新書 (2018年) 

<サブテキスト> 

保坂正康 著 『続 昭和の怪物７つの謎』 

講談社現代新書 (2019年) 

■第 54回 9月 29日（日） 

篠田英朗 著『憲法学の病』 新潮新書（2019年） 

＜予告＞ 

次回日程 11月 17日（日）14：00～ 

場所：中央公民館 和室つつじ 

テキスト：梶谷懐・高口康太 著 

『幸福な監視国家・中国』NHK出版新書（2019年） 

 

図 書 館 に つ い て 学 ぶ 会  
  

 

図書館について学ぶ会は、ハンディキャップサー

ビス学習会と合同で活動しています 

4月の学ぶ会でテーマを次の 3つに絞りました。 

① 著作権法改正が図書館に及ぼす影響 

②「カフェのある図書館」 

③「漫画のある図書館」 

 

①…著作権法を平易・正確に説明し、図書館が恩恵

を被っている点、図書館業務に重荷となっている点

等について、文献を探しています。 

②…いわゆる「サードプレイス」「居間」「ライブラ

リーカフェ」と呼ばれる、最近日本の図書館にも設

置されるようになった滞在型スペース。館によって

運用が違いますが、図書館の書架から本を抜き、あ

るいは自分が持ってきた本を読みながら、コーヒー

を飲んだり軽食をとったりできます。 

小平市では、なかまちテラスに設置されています。

小川西町図書館が小川駅西口前の高層ビルに移転に

なりますので、この機会に設置を考えてはと思い、

取り上げました。なかまちテラス開業時の様子を当

時の館長に聞く等、少し進展しています。 

③…小平市の公共図書館に漫画は置かれていません。

漫画についての要望は強く、質の高い漫画も数多く

出版されているはず。漫画を置かない理由、置いた

場合の利用者、図書館関係者の予想される反応と

いった点につき、学習していきたいと考えています

が、まだ進展はありません。 （塚本健男）  
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Ｙ Ａ を 楽 し む 会  
 

 

ＹＡ：ヤングアダルト 

ティーンエイジャー向けの本を楽しむ会 
 
小中学生時代に読んだ本が、今、大人になって読

み返す時、また別の本としてよみがえります。（古い

本ばかりではありません。現代の作家の書も取り上

げています。外国、日本版とも） 

時代時代の子供達が生きてきた様子を時には涙し、

笑い、楽しく読むのが魅力です。 

月一度、参加者全員が選んだ二冊の本の感想を話

し合う会です。 

十人十色、バトルとはいかないまでもネガティブ

に、またポジティブにとられる方、様々ですが、時

間がくればすーっとまとまります。 

YAの本を読むことで思いますが、いつまでも、い

くつになっても学ぶことが多く「脳」の成長がある

ような気がします。 

月一度の「YAの本を楽しむ会」のお仲間になりま

せんか。 （渡部詔子） 

 

― 2019年5月から 10月までのテキスト ― 

■ 5月17日（金）『むこう岸』安田夏菜 講談社 

『サリーおばさんとの一週間』 

ポリー・ホーヴァス 偕成社 

■ 6月21日（金）『わたしは女王を見たのか』 

ヴァージニア・ハミルトン 岩波少年少女の本 

／『フラダン』古内一絵 小峰書店 

■ 7月19日（金）『君が夏を走らせる』瀬尾まいこ 

新潮社 ／ 『秘密をもてないわたし』 

ペニー・ジョエルソン ＫＡＤＯＫＡＷＡ 

■ 8月30日（金）ＤＶＤを観る会 

ＤＶＤ「ニューシネマパラダイス」 

■ 9月20日（金）『太陽の戦士』ローズマリ・サト 

クリフ 岩波書店 ／『月白青船山 

（つきしろあおふねやま）』朽木祥 岩波書店 

■ 10月25日（金）荒天のため中止 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館協議会報告 
（2019 年度上半期） 

 

2019年 4月から 9月までの協議会の動きを、第 1

回の報告内容に第 2回・3回の主要な発言を加えて

報告します。 

１. 図書館の運営状況 

⚫ 貸出実績は 3月末まで数値の取れる対前年度比

で見ても微減継続。リクエストも減少傾向。 

⚫ 図書館正規職員中、司書資格を持つ者は約 27%。

今年の司書研修受講者は 1名のみ。 

⚫ 図書館協力員は市内全小中学校に配置。新規人

員は 3日間の研修受講済み。全員対象の研修は

年間 6回を予定。 

⚫ 学校図書館に関する質疑 

学校図書館協力員は名称が紛らわしい。実態は

学校図書館司書。なぜボランティアと紛らわし

い名称にしたのか？ 小平市では協力員は週 3

回程度しか来ないが、先進市ではフルタイム人

員を配置している。いつになったらフルタイム

人員を配置してくれるのか？ 司書教諭が図書

館業務にさける時間は週 2時間しかない。これ

では司書教諭に頼ることはできない。 

２. これからの図書館のあり方 

前年度の提言は司書を置いてほしいという事に

重点を置いたが、次のステップに司書をどうつ

なげていき、図書館には何をどうやってほしい

のかがわかる方向性の議論が必要ではないか、

と会長より発言があった。事務局からは会長意

見に賛成の旨、答弁があった。さらに会長から

協議会委員に対して、司書が配置されたらでき

る事、図書館機能が発揮される部分を述べてほ

しいと言われた。協議会としては、今年 11月ご

ろまでに方向性を探っていきたい。 

３. 小川西町図書館関連、その他 

第 2回、第 3回協議会に公共施設マネジメント

課が出席。西部市民センター、公民館、図書館

が小川駅西口地域に移転する計画、工事につき

説明した。小川西町図書館に関しては、仲町に

続く改築第 2号であり、仲町を下回らない水準

を要求した。せっかくの駅前立地であり、駅コ

ンコースとつなげないかとの希望を述べた。ま

た、耐用年数だけで建造物のマネジメントをす

るのは危険ではないかとの意見も出た。 

（塚本健男） 

 

「いのち、今、この時代に伝えたいこと」 
講師 中村桂子さん 

（生命誌研究者、JT生命誌研究館館長） 

開催予定日 2020 年 5 月～6 月頃 
※日程決定後、チラシ等でご案内します 

友の会主催講演会予告  
開催 


